
      「伊弉諾神宮 国生み神話の島」淡路島で大量の埋納銅鐸出土【2】 2015.7.1. 

      その後の地元紙 神戸新聞の報道から かいま見える弥生時代の淡路島   

        南淡路でみつかった埋納銅鐸 松帆銅鐸（弥生時代前期末～中期前半） 

南淡路で見つかった最古級の銅鐸 その位置づけが注目されている。 この松帆銅鐸の性格や位置づけについて、新たに分かっ

たことなどを含め、地元紙 神戸新聞に引き続き報道されているので、そのまま転記してご紹介。 

弥生時代 集落から地域集団・国へと大きな集落社会変革・国づくりが進む過程で、弥生時代の末期 邪馬台国連合・初期大和

を持ち出す前のの時代に有力な勢力が居なかったといわれてきた淡路でも 着々と国づくりが進んできた様子が垣間見える。 

                                                                2015.7.1. by Mutsu Nakanishi 

 ◆ ６月１９日  神戸新聞 １８面  森岡秀人インタビュー記事より 
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 ◆ ６月２７日 土曜日 神戸新聞 1面  

   CTで判明した新事実 「銅鐸すべてに『舌』全国初  使用時のまま埋納か」 より 

 

 

 

 

 

 



 ◆ ６月２７日 土曜日 神戸新聞 31面より 

   松帆銅鐸 全てに「舌」 弥生人 祭器鳴らし豊作祈願?  「聞く銅鐸」浮かぶ実像 

 
 

 

 


